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令
和
元
年
度
研
究
調
査
報
告

―
總
持
寺
祖
院
所
蔵
『
黄
檗
版
一
切
経
』
予
備
調
査
報
告
を
兼
ね
て

―

秋
津　
秀
彰

武
井　
慎
悟

当
研
究
所
で
は
、
總
持
寺
史
お
よ
び
曹
洞
宗
教
団
史
に
関
す
る
資
料
の
調
査
と
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
に
お
い
て
は
、
次
に
挙
げ

る
二
点
を
主
た
る
研
究
課
題
に
設
定
し
、
調
査
・
撮
影
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

① 

列
島
各
所
に
伝
存
す
る
瑩
山
紹
瑾
禅
師
撰
﹃
伝
光
録
﹄
写
本
の
調
査
・
撮
影

② 

總
持
寺
祖
院
所
蔵
資
料
の
調
査
・
撮
影

令
和
元
年
度
に
お
い
て
は
、
①
の
﹃
伝
光
録
﹄
写
本
調
査
・
撮
影
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
松
山
寺
︵
石
川
県
金
沢
市
東
兼
六
町
︶
所

蔵
本
の
調
査
・
撮
影
を
行
い
、
こ
れ
を
完
了
し
た
。
松
山
寺
本
の
解
題
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
に
収
載
さ
れ
る
小
島
裕
子

﹁
荘
厳
の
﹁
祖
録
﹂
︱
松
山
寺
本
﹃
伝
光
録
﹄
の
意
匠
と
加
賀
藩
前
田
家
の
文
化
︱
﹂
お
よ
び
横
山
龍
顯
﹁
松
山
寺
本
﹃
伝
光
録
﹄
の
書

誌
と
本
文
﹂
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
②
は
、
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
調
査
で
あ
る
が
、
今
年
度
は
六
月
と
九
月
の
二
度
に

わ
た
っ
て
調
査
を
行
っ
た
。
總
持
寺
祖
院
︵
石
川
県
輪
島
市
門
前
町
門
前
︶
に
は
、
一
万
点
を
超
え
る
古
文
書
や
典
籍
が
収
蔵
さ
れ
る
が
、

こ
の
度
の
調
査
に
お
い
て
は
、﹃
住
山
記
﹄
お
よ
び
各
種
﹁
校
割
帳
﹂
を
重
点
的
に
撮
影
す
る
と
と
も
に
、﹃
黄
檗
版
一
切
経
﹄
の
予
備
調
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査
を
行
っ
た
。﹃
住
山
記
﹄
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
尾
崎
正
善
・
武
井
慎
悟
﹁
總
持
寺
祖
院
蔵
﹃
住
山
記
﹄
に
つ
い
て

︵
二
︶﹂
と
し
て
、
本
紀
要
に
一
部
、
翻
刻
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、﹃
黄
檗
版
一
切
経
﹄
に
つ
い
て
も
、
予
備
調
査
に
お
い
て
新
た
な
知
見

が
見
出
さ
れ
た
た
め
、
小
稿
に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
調
査
概
要

第
一
回

・
日
程　

令
和
元
年
六
月
十
九
日
～
二
十
一
日

〇
六
月
十
九
日
︵
水
︶

羽
田
空
港
集
合　

空
路
に
て
、
の
と
里
山
空
港
へ

午
前
十
時　

の
と
里
山
空
港
着
、
車
に
て
總
持
寺
祖
院
へ

午
後
一
時
よ
り
四
時
三
十
分
ま
で
資
料
の
所
蔵
状
況
調
査
・
撮
影

車
に
て
輪
島
市
に
移
動
、
輪
島
泊

〇
六
月
二
十
日
︵
木
︶

ホ
テ
ル
出
発

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
昼
食
を
は
さ
み
、
總
持
寺
祖
院
調
査
・
撮
影

輪
島
泊

〇
六
月
二
十
一
日
︵
金
︶
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ホ
テ
ル
出
発

午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
昼
食
を
は
さ
み
、
總
持
寺
祖
院
調
査
・
撮
影

午
後
三
時　

祖
院
出
発
、
の
と
里
山
空
港
へ
移
動　

横
浜
へ
の
帰
路
に
つ
く

調
査
場
所
：
總
持
寺
祖
院
︵
石
川
県
輪
島
市
門
前
町
門
前
︶

参
加
者
：
尾
崎
正
善
・
小
島
裕
子
・
横
山
龍
顯
・
武
井
慎
悟
・
秋
津
秀
彰

第
二
回

・
日
程　

令
和
元
年
九
月
十
七
日
～
十
九
日

〇
九
月
十
七
日
︵
火
︶

羽
田
空
港
集
合　

空
路
に
て
、
の
と
里
山
空
港
へ

午
前
十
時　

の
と
里
山
空
港
着
、
車
に
て
總
持
寺
祖
院
へ

午
後
一
時
よ
り
四
時
三
十
分
ま
で
資
料
の
所
蔵
状
況
調
査
・
撮
影

車
に
て
輪
島
市
に
移
動
、
輪
島
泊

〇
九
月
十
八
日
︵
水
︶

ホ
テ
ル
出
発

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
昼
食
を
は
さ
み
、
總
持
寺
祖
院
調
査
・
撮
影

車
に
て
金
沢
市
に
移
動
、
金
沢
泊
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〇
九
月
十
九
日
︵
木
︶

ホ
テ
ル
出
発

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
三
時
ま
で
、
松
山
寺
本
﹃
伝
光
録
﹄
調
査
・
撮
影

午
後
三
時　

松
山
寺
出
発
、
車
に
て
金
沢
駅
へ
移
動　

横
浜
へ
の
帰
路
に
つ
く

調
査
場
所
：
總
持
寺
祖
院
︵
石
川
県
輪
島
市
門
前
町
門
前
︶

　
　
　
　
　

松
山
寺
︵
石
川
県
金
沢
市
東
兼
六
町
︶

参
加
者
：
尾
崎
正
善
・
古
瀬
珠
水
・
小
島
裕
子
・
横
山
龍
顯
・
武
井
慎
悟
・
秋
津
秀
彰

以
上
、
武
井
︵
文
責
︶

二
、
總
持
寺
祖
院
所
蔵
『
黄
檗
版
一
切
経
』
予
備
調
査
報
告

　
　
（
一
）
は
じ
め
に

本
稿
は
、
總
持
寺
祖
院
︵
石
川
県
輪
島
市
、
以
下
、
祖
院
︶
に
所
蔵
さ
れ
る
、﹃
黄
檗
版
一
切
経
﹄︵
以
下
、
黄
檗
版
︶
に
つ
い
て
の
予
備
調
査

報
告
で
あ
る
。
祖
院
所
蔵
の
黄
檗
版
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
の
目
録
︵
以
下
、

﹃
二
〇
一
三
年
目
録
﹄︶
が
あ
り
、
そ
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
目
録
で
は
詳
細
な
書
誌
情
報
は
採
録
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
そ
の
印
刷
年
代
等
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
一
九
年
九
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
の
、
鶴
見
大
学
仏
教
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文
化
研
究
所
の
祖
院
調
査
に
同
行
さ
せ
て
頂
い
た
際
に
予
備
調
査
を
行
っ
た
。
非
常
に
限
ら
れ
た
時
間
で
の
調
査
で
は
あ
っ
た
が
、
い
く

つ
か
の
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
こ
と
で
、
今
後
の
調
査
の
参
考
資
料
と
し
た
い
。

　
　
（
二
）
祖
院
所
蔵
黄
檗
版
の
現
状
と
管
理

祖
院
に
所
蔵
さ
れ
る
黄
檗
版
は
、
元
々
は
経
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
経
蔵
の
建
設
や
そ
の
た
め
の
勧
化
に
つ
い
て
は
、
圭
室
文
雄
氏

が
、﹃
總
持
寺
祖
院
古
文
書
を
読
み
解
く
﹄︵
以
下
、﹃
圭
室
書
﹄︶
に
﹁
経
蔵
︵
輪
蔵
︶
の
建
立
﹂
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

経
蔵
は
延
享
二
年
︵
一
七
四
五
︶
頃
に
完
成
し
た
も
の
で
、
数
度
の
火
災
を
乗
り
越
え
て
現
存
す
る
、
江
戸
期
の
建
築
物
の
一
つ
で
あ
る
。

経
蔵
内
に
あ
る
輪
蔵
の
概
要
に
つ
い
て
、
圭
室
氏
の
説
明
を
引
用
し
て
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑪
回
転
す
る
輪
蔵
は
八
角
柱
で
八
面
あ
り
、
一
面
は
三
列
で
七
段
の
引
き
出
し
が
あ
り
、
合
計
で
一
六
八
箱
で
す
。
こ
の
中
に
約
二
、

二
〇
〇
冊
の
鉄
眼
版
一
切
経
が
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
干
な
が
ら
天
海
版
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
購
入
し
た
の
は
総
持
寺
境
内
観

音
堂
住
の
萬
元
和
尚
で
し
た
。︵﹃
圭
室
書
﹄
二
二
四
頁
︶

し
か
し
、
黄
檗
版
は
現
在
は
経
蔵
で
は
な
く
、
山
内
の
近
隣
に
あ
る
白
山
蔵
の
二
階
に
、
整
理
の
上
、
中
性
紙
箱
に
納
め
ら
れ
た
上
で

保
管
さ
れ
て
い
る
。
管
理
用
番
号
と
し
て
﹁
輪
蔵
№
・
面
・
列
・
順
﹂
が
付
さ
れ
て
整
理
さ
れ
て
お
り
、
輪
蔵
内
の
引
き
出
し
に
収
蔵
さ

れ
て
い
た
状
態
を
再
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
、﹃
二
〇
一
三
年
目
録
﹄
は
移
動
の
際
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

黄
檗
版
の
保
存
状
態
は
、
お
お
よ
そ
問
題
な
く
、
本
文
の
虫
損
・
欠
損
も
少
な
い
が
、
一
部
題
簽
が
剝
が
れ
か
か
っ
て
い
る
も
の
が
確

認
さ
れ
る
。
資
料
の
欠
本
は
、﹃
二
〇
一
三
年
目
録
﹄
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
目
録
全
体
を
確
認
し
た
限
り
で
は
、
暫

定
的
か
つ
短
期
間
で
作
成
さ
れ
た
様
子
が
垣
間
見
え
、
再
調
査
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
な
お
、
資
料
名
の
下
の
カ
ッ
コ

内
は
、︵
輪
蔵
№
︱
面
︱
列
︱
順
︶
の
順
で
記
載
し
た
。
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﹃
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
﹄
巻
二
一
～
二
五
︵
五
︱
仏
︱
イ
︱
一
︶
、
同
巻
二
五
一
～
二
七
〇
︵
一
〇
二
︱
仏
︱
ロ
︱
二
の
一
︶

同
巻
三
八
六
～
四
一
〇
︵
一
六
三
︱
仏
︱
ロ
︱
六
︶
、
同
巻
四
一
一
～
四
二
〇
︵
一
六
五
︱
仏
︱
ロ
︱
七
の
一
︶

同
巻
四
七
六
～
五
一
〇
︵
一
九
二
︱
仏
︱
ハ
︱
二
の
一
︶

﹃
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
﹄
巻
一
～
二
四
︵
二
八
六
︱
日
︱
二
︱
三
︶
、﹃
大
宝
積
経
﹄
巻
九
七
～
一
一
二
︵
二
九
六
︱
日
︱
ニ
︱
四
︶

﹃
大
方
広
仏
華
厳
経
﹄
巻
一
～
二
四
︵
三
九
六
︱
日
︱
ホ
︱
四
の
二
︶
、﹃
摩
訶
僧
祇
律
﹄
巻
一
～
一
九
上
︵
九
七
一
︱
輝
︱
ヲ
︱
一
︶

﹃
大
智
度
論
﹄
巻
三
～
五
︵
一
〇
七
四
︱
法
︱
ワ
︱
二
︶
、﹃
摩
訶
止
観
﹄
巻
一
～
二
︵
一
二
〇
九
︱
法
︱
カ
︱
六
︶

﹃
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
﹄
巻
一
二
一
～
一
三
〇
︵
一
二
一
九
︱
法
︱
カ
︱
七
︶

﹃
陀
羅
尼
雑
集
﹄
巻
一
～
七
︵
一
五
一
〇
︱
輪
︱
レ
︱
七
︶
、﹃
法
苑
珠
林
﹄
巻
八
八
～
九
七
︵
一
五
九
〇
︱
輪
︱
ソ
︱
六
︶

﹃
景
徳
伝
灯
録
﹄
巻
一
～
九
︵
一
七
四
〇
︱
常
︱
子
︱
三
︶
、﹃
大
方
広
仏
華
厳
経
﹄
巻
二
一
～
三
六
︵
一
八
七
九
︱
常
︱
ナ
︱
六
︶

﹃
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
演
義
鈔
﹄
巻
二
〇
～
三
六
︵
一
九
六
六
︱
常
︱
ラ
︱
五
の
一
︶

﹃
大
明
三
蔵
法
数
﹄
巻
一
八
～
二
三
︵
二
〇
八
八
︱
常
︱
ム
︱
六
︶

　
　
（
三
）
調
査
の
概
要
と
黄
檗
版
の
特
異
性

続
い
て
、
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
近
年
、
黄
檗
版
の
研
究
成
果
を
積
極
的
に
発
表
し
て
い
る
松
永
知
海
氏
は
、
そ
の
印
刷

年
代
を
特
定
す
る
方
法
と
し
て
、
①
刊
記
の
有
無
に
よ
る
刊
記
の
彫
刻
時
期
、
②
改
刻
時
期
に
よ
り
和
刻
本
の
入
れ
版
を
明
・
万
暦
版
の

底
本
と
し
た
覆
刻
本
に
変
え
て
い
る
か
ど
う
か
、
③
黄
檗
版
大
蔵
経
の
未
刻
・
改
刻
の
事
例
か
ら
摺
印
時
期
を
特
定
す
る
方
法
、
の
三
点

を
挙
げ
て
い
る
︵﹁
黄
檗
版
﹃
大
般
若
経
﹄
の
補
版
・
改
刻
に
つ
い
て
﹂
六
八
〇
頁
︶
。
今
回
の
調
査
で
は
、
黄
檗
版
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
②
に
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つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
で
、
年
代
の
比
定
を
試
み
た
。

黄
檗
版
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
、
黄
檗
宗
の
鉄
眼
道
光
︵
一
六
三
〇
～
一
六
八
二
︶
が
開
版
し
た
大
蔵
経
で
、
鉄
眼
版
と
も
称
さ
れ
る
。

通
説
で
は
、
寛
文
九
年
︵
一
六
六
九
︶
に
鉄
眼
が
、
黄
檗
山
万
福
寺
︵
京
都
府
宇
治
市
︶
開
山
隠
元
隆
琦
︵
一
五
九
二
～
一
六
七
三
︶
よ
り
﹃
万

暦
版
一
切
経
﹄︵
嘉
興
蔵
︶
の
寄
進
を
受
け
、
こ
れ
を
底
本
に
開
版
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
延
宝
六
年
︵
一
六
七
八
︶
に
、
初
刷
本

が
後
水
尾
天
皇
︵
一
五
九
六
～
一
六
八
〇
︶
に
献
納
さ
れ
︵
現
在
正
明
寺
︿
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
、
黄
檗
宗
﹀
蔵
︶
、
名
目
上
の
完
成
年
は
、
鉄

眼
示
寂
の
前
年
の
天
和
元
年
︵
一
六
八
一
︶
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
版
木
四
八
二
七
五
枚
は
、
現
在
も
万
福
寺
塔
頭
宝
蔵
院
に
所
蔵
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
て
印
刷
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
三
十
二
年
︵
一
九
五
七
︶
に
重
要
文
化
財
指
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
各
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
黄
檗
版
を
詳
細
に
点
検
す
る
と
、
そ
の
中
に
、
嘉
興
蔵
と
は
明
ら
か
に
版
式
が
異
な
る
典
籍
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
黄
檗
版
は
当
初
、
町
版
と
し
て
既
に
出
版
さ
れ
て
い
た
典
籍
は
、
そ
の
版
木
を
買
い

取
っ
て
、
嘉
興
蔵
の
代
わ
り
に
暫
定
的
に
使
用
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
和
刻
本
に
よ
る
嘉
興
蔵
の
代
用
典
籍
を
、
松
永

氏
は
﹁
入
れ
版
﹂
と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄・﹃
大
智
度
論
﹄
や
、﹃
景
徳
伝
灯
録
﹄
等
、
仏
典
・

禅
籍
等
の
分
野
を
問
わ
ず
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
徐
々
に
入
れ
版
を
嘉
興
蔵
を
底
本
と
し
た
も
の
に
置
き
換
え
て
お
り
、
江
戸
時

代
後
期
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
嘉
興
蔵
に
基
づ
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
興
蔵
が
底
本
で
あ
っ
て
も
、
訓

点
を
付
し
て
い
る
場
合
や
、﹃
法
華
経
要
解
﹄
等
の
、
高
麗
版
を
底
本
に
し
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る

︵
１
︶
。
そ
し
て
、
こ
の
﹁
入
れ
版
﹂
の
問

題
に
よ
っ
て
、﹁
黄
檗
版
﹂
の
定
義
そ
の
も
の
が
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
松
永
氏
の
﹁﹃
黄
檗
版
大
蔵
経
﹄
の
刊
行
に
つ
い
て
﹂
を
参
考
に
実
施
し
た
。
松
永
氏
は
、
六
箇
所
の
寺
院
・
機︵

２
︶関
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
黄
檗
版
の
入
れ
版
の
状
況
を
、
九
点
の
典
籍
を
比
較
し
て
異
同
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
典
籍
の
写
真

も
掲
載
し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
調
査
結
果
と
の
比
較
を
通
し
て
、
祖
院
の
黄
檗
版
が
ど
の
寺
院
・
機
関
の
所
蔵
本
に
近
い
か
を
判
断

し
た
。
松
永
氏
の
調
査
結
果
は
一
覧
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
︵
六
一
〇
頁
︶
、
そ
れ
を
転
載
し
つ
つ
、
祖
院
の
状
況
を
最
上
段
に
置
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い
た
上
で
再
編
し
た
も
の
が
以
下
の
表
で
あ
る
。
な
お
、
表
中
の
祖
院
の
項
目
で
﹁
不
明
﹂
と
し
た
箇
所
は
、﹃
二
〇
一
三
年
目
録
﹄
で
は

存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
散
逸
し
て
い
る
の
か
、
発
見
で
き
な
か

っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
暫
定
的
に
﹁
不
明
﹂
と
し
た
。
ま
た
﹁
経
典
番
号
﹂
は
、﹃
昭
和
法
宝
総
目
録
﹄
二
の
﹃
大
明

三
蔵
聖
教
北
蔵
目
録
﹄
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
お
よ
そ
の
目
録
に
共
通
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
通
し
番
号
で
あ
る
。

経
典
番
号　

経
典
名

祖

院

正
明
寺

法
然
院

月
山
寺

真
別
所

貞
照
院

上
越
大

︵
1
︶　

一
〇
九　

大
般
涅
槃
経

和

刻

和

刻

万

暦

和

刻

和

刻

和

刻

万

暦

︵
2
︶
一
一
六
三　

大
智
度
論︶

3
︵

和

刻

和

刻

万

暦

和

刻

和

刻

万

暦

万

暦

︵
3
︶
一
一
九
〇　

成
唯
識
論

和

刻

和

刻

万

暦

和

刻

和

刻

万

暦

万

暦

︵
4
︶
一
四
六
七　

諸
経
要
集

和

刻

和

刻

万

暦

和

刻

欠

本

万

暦

万

暦

︵
5
︶
一
四
九
六　

大
唐
西
域
記

不

明

和

刻

万

暦

和

刻

和

刻

万

暦

万

暦

︵
6
︶
一
五
二
七　

妙
法
蓮
華
経
玄
義︶

4
︵

万

暦

和

刻

和

刻

万

暦

万

暦

和
会
本

万

暦

︵
7
︶
一
五
二
八　

法
華
玄
義
釈
籤

不

明

和

刻

和

刻

万

暦

万

暦

和
会
本

万

暦

︵
8
︶
一
五
二
九　

妙
法
蓮
華
経
文
句

不

明

和

刻

和

刻

万

暦

万

暦

和
会
本

万

暦

︵
9
︶
一
五
三
五　

大
乗
止
観
法
門

万

暦

和

刻

和

刻

万

暦

万

暦

万

暦

万

暦

こ
の
対
照
表
か
ら
判
断
す
る
と
、
祖
院
所
蔵
本
は
、
月
山
寺
︵
茨
城
県
桜
川
市
、
天
台
宗
︶
・
真
別
所
︵
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
、
高
野
山

大
学
図
書
館
寄
託
保
管
︶
所
蔵
本
と
一
致
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
内
、
月
山
寺
に
つ
い
て
は
、﹃
曜
光
山
月
山
寺
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了
翁
寄
進
鉄
眼
版
一
切
経
目
録
﹄
と
し
て
調
査
報
告
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
︵
以
下
、﹃
月
山
寺
目
録
﹄︶
。

月
山
寺
に
黄
檗
版
が
納
入
さ
れ
た
時
期
は
、
黄
檗
版
の
納
品
記
録
﹃
全
蔵
漸
請
千
字
文
朱
点
﹄
簿
︵
以
下
、﹃
朱
点
簿
﹄︶
に
よ
れ
ば
通
番

五︵
５
︶三
で
、
貞
享
三
年
︵
一
六
八
六
︶
と
元
禄
五
年
︵
一
六
九
二
︶
に
二
回
の
計
三
分
割
で
納
品
さ
れ
て
い
る
。
真
別
所
は
通
番
三
五
で
、
貞
享

三
年
か
ら
元
禄
四
年
に
か
け
て
の
計
五
分
割
で
納
品
さ
れ
て
い
る
。﹃
朱
点
簿
﹄
は
、
年
代
が
明
ら
か
な
も
の
で
言
え
ば
、
天
和
四
年
︵
一

六
八
四
︶
か
ら
昭
和
十
五
年
︵
一
九
四
〇
︶
に
か
け
て
の
計
二
三
四
三
箇
所
へ
の
納
品
記
録
で
あ
る
が
、
月
山
寺
・
真
別
所
共
に
、
最
初
期

に
納
品
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
因
み
に
、
こ
れ
ら
と
同
時
期
に
納
品
さ
れ
た
曹
洞
宗
寺
院
と
し
て
、
通
番
四
八
の
吉
祥
寺

︵
東
京
都
文
京
区
︶
が
挙
げ
ら
れ
、
貞
享
三
年
か
ら
同
五
年
︵
一
六
八
六
～
一
六
八
八
︶
に
か
け
て
の
計
四
分
割
で
納
品
さ
れ
て
い
る

︵
６
︶
。
そ
し
て

祖
院
所
蔵
本
も
、
こ
れ
ら
と
同
時
期
に
刷
ら
れ
、
納
品
さ
れ
た
、
比
較
的
最
初
期
の
版
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
四
）
調
査
結
果
の
検
討
と
今
後
の
課
題

最
後
に
、
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
新
た
に
生
ま
れ
る
疑
問
点
を
記
し
、
今
後
の
課
題
を
示
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
経
蔵
の
建
立
時
期
と
、
今
回
明
ら
か
に
し
た
、
黄
檗
版
の
印
刷
・
納
入
時
期
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
月
山
寺
・
真
別
所

の
黄
檗
版
は
貞
享
か
ら
元
禄
年
間
頃
に
納
品
さ
れ
て
い
る
の
で
、
祖
院
に
も
同
時
期
に
納
品
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
実
際
に
経
蔵
が
完
成
す

る
ま
で
に
は
約
五
〇
年
の
間
隔
が
あ
る
。
今
回
調
査
に
お
け
る
筆
者
の
主
目
的
で
あ
っ
た
、
總
持
寺
及
び
五
院
の
江
戸
期
の
校
割
帳
︵
計

十
六
冊
︶
を
参
照
す
る
限
り
で
は
、
経
蔵
建
立
以
前
に
黄
檗
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
痕
跡
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

次
に
、﹃
朱
点
簿
﹄
に
﹁
能
登
總
持
寺
﹂
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。﹁
総
持
寺
︵
惣
持
寺
︶﹂
の
記
載
は
五
箇
所
確
認
で
き
る
が
、

何
れ
も
曹
洞
宗
以
外
の
寺
院
で
、
国
名
も
﹁
能
登
﹂
で
は
な
い

︵
７
︶
。

以
上
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
可
能
性
と
し
て
、
祖
院
の
黄
檗
版
は
、
他
の
所
蔵
者
か
ら
購
入
、
あ
る
い
は
移
し
た
も
の
で
あ
る
と
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い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。﹃
朱
点
簿
﹄
か
ら
、
元
の
所
蔵
者
の
候
補
と
し
て
、
能
登
・
加
賀
等
の
近
隣
地
域
の
曹
洞
宗
寺
院
を
探
す
と
、

二
箇
寺
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
一
は
、
通
番
五
八
の
、﹁
賀
州
金
沢　
購
入
者
記
載
な
し　
①
丁
卯
ノ
四
月
十
日　
全
蔵
請
了
印
︿
張
り
紙
あ
り
、
下
に
﹁
貞︵

四
年
、一
六
八
七
︶

享
丁
卯

六
月
三
日
奥
州
津
軽
耕
春
菴
全
蔵
請
了
﹂﹀﹂
で
あ
る
。﹁
津
軽
耕
春
菴
﹂
は
、
耕
春
院
︵
青
森
県
弘
前
市
、
現
在
の
寺
名
は
耕
春
山
宗
徳
寺︵

８
︶︶
の

こ
と
で
、
現
在
の
金
沢
市
内
に
所
在
し
た
、
本
寺
の
宗
徳
寺
に
納
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
耕
春
院
自
身
も
、
続
く

通
番
五
九
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
同
年
の
六
月
に
納
品
さ
れ
て
い
る

︵
９
︶
。
そ
の
た
め
、
耕
春
院
が
本
寺
の
分
も
合
わ
せ
て
購
入
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
第
二
は
、
通
番
六
三
の
桃
雲
寺
︵
石
川
県
金
沢
市
︶
で
、
耕
春
院
・
宗
徳
寺
と
同
年
の
、
貞
享
四
年
八
月
に
納
品
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
宗
徳
寺
、
あ
る
い
は
桃
雲
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
黄
檗
版
を
、
祖
院
に
移
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
納
品
時
期
も
両
者
共
に
、
月
山
寺
・
真
別
処
・
吉
祥
寺
と
近
い
た
め
、
先
に
挙
げ
た
疑
問
点
は
一
応
両
方
解
決
で
き
る
。
可

能
性
が
よ
り
高
い
の
は
、
経
蔵
の
勧
化
に
応
じ
て
い
る
桃
雲
寺
︵﹃
圭
室
書
﹄
二
〇
一
頁
参
照
︶
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
確
定
は
困

難
で
あ
る
。
今
後
の
再
調
査
の
際
に
、
宗
徳
寺
や
桃
雲
寺
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
、
元
の
所
蔵
者
を
示
す
識
語
が
確
認
で
き
る
可
能
性

も
あ
り
、
関
連
文
書
の
精
査
も
含
め
て
、
留
意
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
冒
頭
で
引
用
し
た
﹃
圭
室
書
﹄
に
、
収
納
経
典
の
中
に
は
﹁
若
干
な
が
ら
天
海
版
も
あ
り
ま
す
﹂
と
い
う
記
載
に
つ
い
て
、
こ

の
理
由
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
可
能
性
と
し
て
は
、﹃
圭
室
書
﹄
の
主
要
参
照
資
料
の
書
名
に
﹁
諸
嶽
山
輪
蔵
再
興

0

0

勧
化
簿
﹂︵
後
述
︶
と
あ

る
た
め
、
経
蔵
・
輪
蔵
は
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
祖
院
に
は
天
海
版
を
納
め
た
経
蔵
が
あ

り
、
そ
れ
が
火
災
等
の
何
ら
か
の
事
情
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
黄
檗
版
を
施
入
し
、
経
蔵
も
再
建
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
曹

洞
宗
に
お
い
て
は
、
永
平
寺
︵
福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
町
︶
に
天
海
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い

︶
10
︵
る
の
で
、
両
本
山
た
る
總
持
寺
に
も
元
来
所
蔵
さ

れ
て
い
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い︶

11
︵

。
但
し
、﹁
諸
嶽
山
惣
持
禅
寺
新
営
転
輪
蔵
募
縁
叙
﹂︵﹁
輪
蔵
勧
化
簿
﹂︿
後
述
﹀
所
収
︶
に
は
、

そ
れ
を
示
唆
す
る
文
言
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
冒
頭
で
引
用
し
た
﹃
圭
室
書
﹄
に
見
え
る
、
黄
檗
版
の
購
入
者
の
﹁
総
持
寺
境
内
観
音
堂
住
の
萬
元
和
尚
﹂
に
つ
い
て
は
、

こ
の
最
後
の
結
論
の
箇
所
が
初
出
で
、
本
文
中
で
は
言
及
が
な
い
。
圭
室
氏
の
検
討
の
中
心
資
料
で
あ
る
、
享
保
二
十
一
年
﹁
諸
嶽
山
輪

蔵
再
興
勧
化
簿
﹂︵﹁
遠
忌
・
勧
化
﹂
一
二
二
︶
、
寛
保
二
年
︵
一
七
四
二
︶
秋
﹁
輪
蔵
勧
化
簿
﹂︵﹁
遠
忌
・
勧
化
﹂
一
四
四
︶
を
参
照
し
て
も
、
購

入
者
が
﹁
万
元
﹂
で
あ
る
こ
と
は
特
定
で
き
な
い
。﹁
万
元
﹂
に
つ
い
て
は
、
輪
蔵
の
勧
化
者
に
﹁
高
雄
万
元
﹂
と
あ
る︶

12
︵

。﹁
高
雄
﹂
は
地

名
で
あ
り
、
神
護
寺
︵
京
都
府
京
都
市
︶
の
周
辺
が
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
関
連
性
は
不
明
で
あ
る
。
總
持
寺
の
関
係
者
と
し
て

は
、
天
明
三
年
︵
一
七
八
三
︶
に
洞
泉
庵
に
住
持
し
、
總
持
寺
に
二
八
九
〇
〇
世
と
し
て
瑞
世
し
た
、
龍
穏
院
︵
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
︶
二

十
六
世
万
元
一
如
が
い

︶
13
︵
る
が
、
こ
の
人
物
か
は
特
定
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

本
調
査
の
際
に
は
﹃
二
〇
一
三
年
目
録
﹄
を
基
礎
に
し
つ
つ
、﹃
月
山
寺
目
録
﹄
を
第
一
の
参
考
文
献
と
し
、
特
に
入
れ
版
に
つ
い
て
は
、

﹁︿
表
五
﹀
異
版
・
異
柱
一
覧
﹂︵
一
八
六
～
一
八
七
頁
︶
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
と
の
異
同
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
最
も
効

率
の
良
い
調
査
が
行
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
﹃
二
〇
一
三
年
目
録
﹄
を
訂
補
し
て
公
開
し
、
成
果
を
広
く
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
以
上
の
点
を
確
認
し
た
上
で
、
本
稿
で
挙
げ
た
今
後
の
課
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
期
し
つ
つ
、
結
び
と
し
た

い
。

注︵
１
︶
以
上
の
黄
檗
版
の
説
明
に
関
し
て
は
、
松
永
知
海
﹁﹃
黄
檗
版
大
蔵
経
﹄
の
再
評
価
﹂︵
一
三
二
～
一
三
三
頁
︶
、﹃
月
山
寺
目
録
﹄

︵
一
六
四
～
一
六
五
頁
︶
、
會
谷
佳
光
﹁
和
刻
本
﹃
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
﹄
諸
本
再
考
﹂︵
一
五
三
頁
︶
等
を
参
照
し
た
。
松
永
氏
論
文

の
﹁
宝
蔵
院
所
蔵
版
木
分
類
図
﹂︵
一
六
一
頁
︶
に
よ
っ
て
、
黄
檗
版
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
。
ま
た
﹃
法
華
経
要
解
﹄
に
つ
い

て
は
、﹃
月
山
寺
目
録
﹄︵
二
三
〇
頁
写
真
53
、
二
三
一
頁
写
真
54
︶
参
照
。

︵
２
︶
真
別
所
・
貞
照
院
以
外
は
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。︻
参
考
文
献
︼
参
照
。
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︵
３
︶
本
稿
末
︻
図
版
４
︼
と
﹁﹃
黄
檗
版
大
蔵
経
﹄
の
刊
行
に
つ
い
て
﹂
所
収
の
写
真
︵
六
一
六
頁
③
④
︶
参
照
。

︵
４
︶
本
稿
末
︻
図
版
５
︼
と
﹃
月
山
寺
目
録
﹄
所
収
の
写
真
︵
二
二
五
頁
34
︶
参
照
。

︵
５
︶
以
下
の
﹁
通
番
﹂
は
、﹃﹃
全
蔵
漸
請
千
字
文
朱
点
﹄
簿
に
よ
る
﹃
黄
檗
版
大
蔵
経
﹄
流
布
の
調
査
報
告
書
﹄
に
基
づ
く
。

︵
６
︶
拙
稿
﹁
瞎
道
本
光
の
依
用
典
籍
と
著
作
間
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
﹂
五
八
三
頁
参
照
。

︵
７
︶
通
番
一
一
六
︵
和
歌
山
県
和
歌
山
市
、
西
山
浄
土
宗
︶
、
通
番
三
七
七
︵
群
馬
県
太
田
市
、
真
言
宗
豊
山
派
︶
、
通
番
五
〇
〇
・
一
八
八

七
︵
大
阪
府
茨
木
市
、
高
野
山
真
言
宗
︶
、
通
番
一
〇
三
五
︵
兵
庫
県
豊
岡
市
、
高
野
山
真
言
宗
︶
。

︵
８
︶﹃
日
本
歴
史
地
名
大
系
﹄﹁
宗
徳
寺
﹂
項
に
よ
れ
ば
、
明
治
に
入
っ
て
、
宗
徳
寺
・
耕
春
院
と
も
に
荒
廃
し
た
が
、
大
正
元
年
︵
一

九
一
二
︶
に
耕
春
院
を
復
興
す
る
際
に
、
耕
春
院
に
本
寺
の
宗
徳
寺
を
合
併
し
、
耕
春
山
宗
徳
寺
と
改
称
し
た
。

︵
９
︶
耕
春
院
の
黄
檗
版
は
、﹁
元
禄
十
三
年
十
二
月
十
五
日
、
仏
殿
及
ビ

蔵
経
七
千
余
巻
、
雑
書
二
千
余
巻
、
一
時
ニ

回
禄
ス

、
惜
乎イ
カ
ナ﹂

︵
皆
川
義
孝
﹁﹃
曹
洞
諸
寺
院
縁
起
志　
全
﹄﹂
八
頁
︶
と
あ
る
た
め
、
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

︵
10
︶
永
平
寺
の
天
海
版
に
つ
い
て
は
、
笛
岡
自
照
﹃
永
平
寺
雑
考
﹄﹁
祖
山
所
蔵
の
一
切
経
と
そ
の
寄
進
者
﹂、﹃
永
平
寺
史
料
全

書
﹄
文
書
編
二
№
33
﹁
一
切
経
献
納
碑
銘
﹂
参
照
。

︵
11
︶
天
海
版
の
所
蔵
寺
院
と
し
て
は
、
椎
名
宏
雄
氏
が
挙
げ
て
い
る
、﹁
滋
賀
叡
山
文
庫
・
京
都
西
本
願
寺
・
同
本
国
寺
・
同
青
蓮

院
・
和
歌
山
雲
蓋
院
・
福
井
永
平
寺
・
東
京
海
禅
寺
・
埼
玉
喜
多
院
・
栃
木
輪
王
寺
﹂︵﹃
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
﹄
三
四
〇
頁
︶
の
他
、
実

相
寺
︵
静
岡
県
富
士
市
︶
、
仁
和
寺
︵
京
都
府
京
都
市
︶
、
寛
永
寺
︵
東
京
都
台
東
区
︶
、
久
遠
寺
︵
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
︶
、
池
上
本
門

寺
︵
東
京
都
大
田
区
︶
等
が
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
各
宗
派
の
本
山
級
寺
院
や
僧
録
な
ど
の
重
要
寺
院
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

︵
12
︶﹁
諸
嶽
山
輪
蔵
再
興
勧
化
簿
﹂
四
丁
表
。﹁
輪
蔵
勧
化
簿
﹂
に
は
記
載
ナ
シ
。﹃
圭
室
書
﹄
に
は
﹁
高
尾
万
元
﹂︵
二
〇
一
頁
︶
と
あ

る
が
訂
正
し
て
お
く
。
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︵
13
︶﹃
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
五
院
輪
住
帳
﹄
一
五
六
頁
、﹃
曹
洞
宗
全
書
﹄
大
系
譜
一
〇
四
五
頁
。

付
記　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
、
所
蔵
資
料
の
使
用
を
許
可
頂
き
ま
し
た
、
總
持
寺
祖
院
監
院
鈴
木
永
一
老
師
、
ま
た
調
査
の
際
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
、
總
持
寺
祖
院
、
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
各
位
に
は
誌
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

︻
参
考
文
献
︼

﹃
昭
和
法
宝
総
目
録
﹄
二
︵
大
蔵
出
版
、
一
九
二
九
年
四
月
︶

笛
岡
自
照
﹃
永
平
寺
雑
考
﹄︵
古
径
荘
、
一
九
七
三
年
四
月
︶

﹃
上
越
教
育
大
学
所
蔵
黄
檗
鉄
眼
版
一
切
経
目
録
﹄︵
上
越
教
育
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
八
八
年
三
月
︶

﹃
獅
谷
法
然
院
所
蔵
麗
蔵
対
校
黄
檗
版
大
蔵
経
並
新
続
入
蔵
経
目
録
﹄︵
佛
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
九
年
十
二
月
︶

松
永
知
海
﹁﹃
黄
檗
版
大
蔵
経
﹄
の
再
評
価
﹂︵﹃
仏
教
史
学
研
究
﹄
第
三
十
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
一
年
十
月
︶

椎
名
宏
雄
﹃
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
﹄︵
大
東
出
版
社
、
一
九
九
三
年
八
月
︶

内
山
純
子
・
渡
辺
麻
里
子
編
著
﹃
曜
光
山
月
山
寺
了
翁
寄
進
鉄
眼
版
一
切
経
目
録
﹄︵
曜
光
山
月
山
寺
、
二
〇
〇
一
年
五
月
︶

松
永
知
海
﹁﹃
黄
檗
版
大
蔵
経
﹄
の
刊
行
に
つ
い
て
﹂︵﹃
高
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集
浄
土
学
佛
教
学
論
叢
﹄、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇

四
年
十
一
月
︶

﹃
後
水
尾
法
皇
下
賜
正
明
寺
蔵
初
刷
﹃
黄
檗
版
大
蔵
経
﹄
目
録
﹄︵
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
︶

松
永
知
海
編
﹃﹃
全
蔵
漸
請
千
字
文
朱
点
﹄
簿
に
よ
る
﹃
黄
檗
版
大
蔵
経
﹄
流
布
の
調
査
報
告
書
﹄︵
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研

究
所
、
二
〇
〇
八
年
三
月
︶

圭
室
文
雄
﹃
總
持
寺
祖
院
古
文
書
を
読
み
解
く

︱
近
世
曹
洞
宗
教
団
の
展
開
︱
﹄︵
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
二
〇
〇
八
年
十
月
︶
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會
谷
佳
光
﹁
和
刻
本
﹃
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
﹄
諸
本
再
考
﹂︵﹃
東
洋
文
庫
書
報
﹄
第
四
十
二
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
︶

皆
川
義
孝
﹁﹃
曹
洞
諸
寺
院
縁
起
志　
全
﹄﹂︵﹃
駒
沢
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
﹄
第
四
十
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
︶

納
冨
常
天
編
著
﹃
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
五
院
輪
住
帳
﹄︵
大
本
山
總
持
寺
、
二
〇
一
六
年
三
月
︶

松
永
知
海
﹁
黄
檗
版
﹃
大
般
若
経
﹄
の
補
版
・
改
刻
に
つ
い
て
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
十
四
巻
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
︶

﹃
永
平
寺
史
料
全
書
﹄
文
書
編
二
︵
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
一
七
年
二
月
︶

拙
稿
﹁
瞎
道
本
光
の
依
用
典
籍
と
著
作
間
の
相
互
関
係
に
つ
い
て

︱
﹃
拈
評
三
百
則
方
語
解
﹄
を
中
心
と
し
て

︱
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教

学
研
究
﹄
第
六
十
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
︶

以
上
、
秋
津
︵
文
責
︶



― 289 ―

令和元年度研究調査報告

【図版2】祖院経蔵内輪蔵

【図版1】祖院経蔵外観
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【図版3】祖院白山蔵外観

【図版5】『法華玄義』巻1上 【図版4】『大智度論』巻1

︵
あ
き
つ　

ひ
で
あ
き
・
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門
研
究
員
︶

︵
た
け
い　

し
ん
ご
・
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
生
︶


